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商 号 株式会社フェローテックホールディングス 英語表記 ： Ferrotec Holdings Corporation

設 立 1980年9月27日

本 社 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル5F

上 場 JASDAQ （証券コード：6890）

代 表 者 代表取締役社長 山村 章

会社概要会社概要
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事 業 内 容 グループ会社の経営管理、研究開発業務

資 本 金 17,607百万円

発 行 済 株 式 数 37,002,202株

関 連 会 社 【連結子会社】42社 【持分法適用子会社】6社

従 業 員 【連結】7,379名 【単体】81名



セグメント

半導体等装置関連セグメント半導体等装置関連セグメント 電子デバイスセグメント電子デバイスセグメント 太陽電池セグメント太陽電池セグメント

真空シール 石英製品 磁性流体 太陽電池用シリコン（OEM）

単結晶 多結晶 PV用ウエー
ハ

60％ 13％
11％

セグメントと売上構成比率（2019/3月期第2四半期累計）セグメントと売上構成比率（2019/3月期第2四半期累計）

3 ※ 円グラフは2019年3月期第2四半期末時点の売上高に占める各セグメントの割合

パワー半導体用基板

セラミックス製品 CVD-SiC

消耗品群

サーモモジュール

ＰＶ用セル

石英坩堝



主力製品の産業分野別アプリケーション主力製品の産業分野別アプリケーション
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フェローテックの発祥は？フェローテックの発祥は？

開発の目的

磁石に反応する液体「磁性流体」会社の発祥は？

1960年代の米国NASA
スペース計画の際に

「磁性流体」を開発した
事が始まり

会社の成り立ちである宇宙技術からの始まりを
モチーフにした当社の会社案内表紙

※米国がアポロ計画で月を目指した、

映画「ファーストマン」の時代です
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開発の目的

米 フェローフルイディクス社設立当時

宇宙で無重力の状態で、
宇宙船内の液体燃料を
運ぶにはどうしたらいい

か？その課題解決のため

当社の代表的な製品「真空シール」



1943年千葉県生まれ。66年3月慶応大学工学部卒業後、アメリカ留学。

69年6月ノースイースタン大学大学院修士課程修了。同年7月ケンブリッジ・サームイオニ
ック（ケンビオン）社に入社。その後、キャニオン・ランズ社に転職、76年にケンビオン社に
再入社。79年12月に、フェローフルイディクス社へ。

80年9月、日本で現フェローテックホールディングス代表取締役に就任し、磁性流体応用
製品のトップメーカーを率いる。87年、米国親会社からMBOにより独立。99年には、その
元親会社を株式公開買付けにて100%子会社化し、現在に至る。

フェローテックHD 経営陣の御紹介フェローテックHD 経営陣の御紹介

山村 章 来歴
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代表取締役社長 山村 章

代表取締役副社長

管理統括担当 山村 丈

代表取締役副社長

事業統括担当 賀 賢漢

山村 章がケンビオン社時代に著し
たサーモモジュールのハンドブック
（ノースイースタン大学院でも研究）

磁性流体と並ぶ、フェローテックの

コア製品 「サーモモジュール」



1980年 米国

親会社の日
本法人として
設立

1992年 中国
杭州に進出

フェローテックの生い立ち（年表）フェローテックの生い立ち（年表） ※会社案内 P.19-20の年表です

1996年
店頭市場(現

7

店頭市場(現
JASDAQ)に
上場

1999年 友好
的TOBで米

の元親会社
を逆買収

その後、
M&Aも駆使
し、事業拡大



連結売上高推移 (1980/3月期～2019/3月期）連結売上高推移 (1980/3月期～2019/3月期）
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百万円

18/3月期実績

90,597

19/3月期計画

92,000
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連結売上高：設立当初 6百万円 ⇒ 2018/3月期（第38期）実績 90,597百万円 (約15,333倍)



平成31年3月期（2019年3月期）第３四半期決算平成31年3月期（2019年3月期）第３四半期決算

直近の決算短信
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フェローテックの特長は？フェローテックの特長は？

コア技術は「磁性流体（代表的な応用製品は真空シール）」
と温調デバイスの「サーモモジュール」

ニッチトップ戦略でグローバルシェア「真空シール：65%」「サーモ
モジュール：36%」など、トップシェア製品を保有する高収益企業

M&Aで獲得した、半導体製造装置向け冶具・消耗材の、マテリ
アル製品「石英・セラミックス・シリコン・CVD-SiC」が大きく成長

１

２

３

コア
技術

トップ
シェア

主力
M&A

※重要です
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アル製品「石英・セラミックス・シリコン・CVD-SiC」が大きく成長

海外売上比率が82%であり、生産・販売拠点、および従業員の
業務範囲もグローバルに展開する企業

社内プロジェクトを立上げ、中長期では、「サーモモジュール」
「磁性流体」を中心に、技術革新の進む自動車分野開拓も強化

直近は、半導体ウェーハ（８インチ）の増産を計画しており、
伸長する車載・IoT・パワー半導体分野の需要に対応

３

４

５

６

M&A

グロー
バル化

中期
戦略

EV化・
自動運転



グローバルネットワークグローバルネットワーク

米国で生まれ

日本で育ち

ボストン

東京
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中国で拡大

東京

上海



フェローテックグループの国内拠点についてフェローテックグループの国内拠点について

ﾌｪﾛｰﾃｯｸﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ/ﾌｪﾛｰﾃｯｸ/ 
ﾌｪﾛｰﾃｯｸｾﾗﾐｯｸｽ (本社)

東京

神奈川

千葉

アサヒ製作所（本社工場）

ﾌｪﾛｰﾃｯｸ (工場)
※磁性流体・真空シール
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アサヒ製作所（本社工場）

※産業機器（リネン洗濯機）

石川

ﾌｪﾛｰﾃｯｸｾﾗﾐｯｸｽ (工場・開発
拠点) ※マシナブブルセラミックス

尼崎

ﾌｪﾛｰﾃｯｸｾﾗﾐｯｸｽ (工場)
※ファインセラミックス

岡山

ｱﾄﾞﾏｯﾌﾟ (本社工場)
※CVD-SiC(シリコンカーバイド)

ｱﾘｵﾝﾃｯｸ (工場)
※石英

山形

ﾌｪﾛｰﾃｯｸ・ｱﾘｵﾝ (開発拠点)
※石英 新設

大阪

ﾌｪﾛｰﾃｯｸ (販売拠点)



地域別売上高構成比(2018/3月期実績)地域別売上高構成比(2018/3月期実績)
FT中国(杭州) 

FTマレーシア

海外売上
比率は

82%
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FT U.S.A.



セグメント別営業利益率の推移セグメント別営業利益率の推移
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期初の方針より大幅な変更なし
旺盛な需要のある分野に対し、設備投資を継続

1.半導体等装置関連事業への経営資源投入

・・・マテリアル製品・ウェーハ製品・洗浄事業

中長期成長に向けた戦略の確認中長期成長に向けた戦略の確認 ※重要です
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・・・マテリアル製品・ウェーハ製品・洗浄事業

2.太陽電池関連事業の構造改革(20/3期中に事業撤退へ)

・・・半導体業界向けに転換した今後の方針

3.自動車産業（ADAS/自動運転・EV車）へ応用製品投入

・・・磁性流体・サーモジュールの新アプリケーションへの拡充



半導体関連へ経営資源を注力半導体関連へ経営資源を注力

40,000 

50,000 
百万円

その他 電子デバイス

太陽電池関連 半導体等装置関連
42,983

45,230

将来性の高い半導体関連への経営資源注力により、太陽電池関連の売上高
構成比は減少させつつ、全体の売上高は過去最高レベルで推移

太陽電池関連の構成比が減
少の一方、注力する半導体関

※重要です
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40,000 

15-上期 16-上期 17-上期 18-上期 19-上期

前期比較
18-上期
（百万円）

19-上期
（百万円）

前年比

売上高 42,983 45,230 +5.2%

半導体等装置 20,617 27,030 +31.1%

太陽電池 9,971 5,166 ▵48.2%

少の一方、注力する半導体関
連の構成比は想定通り上昇



• 太陽電池用シリコン製品
ＯＥＭ先のみに特化（自社販売からは撤退）

ＯＥＭ用途設備以外は、半導体Ｓｉパーツ構造材用に転用

• セル製品 受託製造又はＯＥＭに特化（自社販売からは撤退）

太陽電池関連事業：継続的な構造改革の実施太陽電池関連事業：継続的な構造改革の実施

◆事業撤退へ向けた準備

第3四半期 1,328百万円

遊休設備の減損（特損）処理
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• 設備改造、人員のリストラクチャリングの実施（半導体工場へ）

画像枠 画像枠 画像枠

ＯＥＭ用セルＯＥＭ用シリコンウェーハ

Ｓｉパーツ製品



セグメント

半導体等装置関連セグメント半導体等装置関連セグメント 電子デバイスセグメント電子デバイスセグメント 太陽電池セグメント太陽電池セグメント

真空シール 石英製品 磁性流体 太陽電池用シリコン（OEM）

単結晶 多結晶 PV用ウエー
ハ

60％ 13％
11％

セグメントと売上構成比率（2019/3月期第2四半期累計）セグメントと売上構成比率（2019/3月期第2四半期累計）

18 ※ 円グラフは2019年3月期第2四半期末時点の売上高に占める各セグメントの割合

パワー半導体用基板

セラミックス製品 CVD-SiC

消耗品群

サーモモジュール

ＰＶ用セル

石英坩堝



30,000 

35,000 

1,609 
1,615 

2,085 
部品洗浄

CVD-SiC23,532

27,030

売上高

(百万円）

半導体等装置関連セグメント半導体等装置関連セグメント

30,669
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5,153 6,370 7,300 7,600 
1,868 1,949 

1,674 
2,262 
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1,906 1,948 

2,438 
2,723 

2,360 
4,240 

1,212 693 

1,643 
1,396 

1,291 
1,615 CVD-SiC

ウェーハ加工

セラミックス

EBガン

石英

真空シール

16,049 16,194

20,617
23,532



FPD

半導体

LED

真空シール（製造装置に使用される機能部品）真空シール（製造装置に使用される機能部品）

・半導体市場

・LED市場

・FPD市場

市場シエア65％

インゴット引上
装置向け

インゴット製造～ウェーハ検査

顧客：半導体・FPD・LED・太陽電池製造装置メーカー・

各業界デバイスメーカー・ロボットメーカーなど
（韓国・中国・台湾・日本・米国・欧州・東南アジア）
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半導体

磁性流体が空気を遮断し、密封空間を
シールします。

装置向け

露光装置向け

スピンコーター
装置向け

エッチング向け

熱処理装置

向け

ウェーハ検査

（SEM顕微鏡）

インゴット製造～ウェーハ検査
工程まで多岐の範囲で利用



技術トレンド 半導体市場への影響

IoT 様々なデバイスが新たにネットワークに接続される
⇒新規分野での半導体需要（ディスクリート、パワー系）が増加

3D-NAND 微細化、高速大容量デバイスへの置換え需要が発生
⇒プロセス工程の複雑化に伴う消耗品需要が増加

ビッグデータ 膨大なデータ解析用途に半導体メモリ需要が増加

技術革新により半導体需要は中長期で継続技術革新により半導体需要は中長期で継続
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ビッグデータ 膨大なデータ解析用途に半導体メモリ需要が増加

AI ビッグデータの活用による集積データ量の増加
⇒メモリ、センサー等の需要が増加

自動運転 新たな機能の追加に伴う部材需要の増加

移動通信システム（5G） 高速大容量化、多数端末接続の増加
⇒エッジサーバー用のメモリ、センサの需要増加

パワー半導体
世界的な省電力化の流れ
⇒インバータ化による需要拡大



当社の半導体分野では部材から加工まで数多くの製品を揃えており、

技術革新に伴う半導体需要に対応し増産体制を実施

CVD-SiC セラミックス製品受託加工 石英製品

当社の半導体関連製品

IoT

次世代技術

製品群の広さをトレンドでカバー
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真空シール

CVD-SiC セラミックス製品受託加工 石英製品

シリコンパーツ

パワー半導体

通信

3D-NAND

etc…

全ての全ての

技術トレンドに技術トレンドに

対応可能対応可能

ビッグデータ
装置洗浄 パワー半導体



開
始 検査

熱処理・
酸化・CVD

ウェーハ
洗浄

エッチング
レジスト
処理

パターン形成
シリコン ウェ

ーハ生成
単結晶

インゴット引上

～ 一般的な半導体製造工程（一部省略） ～

前工程

当

社

製

品

石英 蒸着、エッチング装置向け等 洗浄、酸化、拡散装置向け

半導体製造前工程の多くで、当社製品が使用されている

ウェーハ製造工程 後
工
程
へ

マテリアル製品

当社製品の半導体工程カバー領域
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当

社

製

品

の

対

応

領

域

セラミク
ス

シリ
コン

真空
シール

洗浄

加工装置向け
熱処理装置

向け

ウェーハ向け エッチング向け
熱処理装置

向け

エッチング向け

全段階でのフォローサービスとして対応

ウェーハ検査

(プローブカード)
蒸着、エッチング装置向け等

受託
加工

全段階へのサービスとして対応

CVD
SiC

蒸着、エッチング装置向け等 洗浄、酸化、拡散装置向け

熱処理装置

向け
インゴット引上

装置向け 露光装置向け 洗浄装置向け
ウェーハ検査

（SEM顕微鏡）

スピンコーター
装置向け



2019年の半導体装置市場は、短期的な調整局面か2019年の半導体装置市場は、短期的な調整局面か

60

80

台湾56.6
62.7 67.5（10億米ドル）

• 2018年の世界半導体装置市場は約630億米ドルとの予想

• 2019年についても更に7.7％の成長を見込むが。

2019年までの半導体製造装置市場予測

半導体製造装置の
設備投資はメモリー
（DRAM/NAND）で

調整の動きあり
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0
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2015年 2016年 2017年 2018年（予） 2019年（予）

台湾

その他

北米

韓国

日本

欧州

中国

36.5 41.2

56.6

※SEMIのデータより当社作成



• 半導体マテリアルは設備投資に比例する製品と消耗品に分かれる

• 当社では設備投資に比例する製品、消耗品ともにカバーしており、
設備投資が一服しても、安定した収益の確保が可能

マテリアル製品と企業の設備投資の関連性マテリアル製品と企業の設備投資の関連性

半導体マテリアルと設備投資の連関

石英
・消耗品として利用が主
・稼働率に比例して増加

各影響度の説明（稼働率に比例する順）

高 100%

各製品の用途別の販売比率イメージ

設備投資が旺盛時 消耗品（≒稼働率が高い）

重要

◇ポイント：消耗材・リピート需要
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石 英

セ ラ
ミ ク ス

Ｓ ｉ
パーツ

真 空

シール

C V D

S i C

石英 ・稼働率に比例して増加

シリコン
・基本的には消耗品利用が主
・設備投資にもやや関連

セラミクス ・消耗品利用、設備投資用との両方

CVD-SiC ・セラミクスと比べやや設備投資に連動

真空シール ・基本的には設備投資に連動

低← 企業の設備投資 →高

高
↑

設
備
稼
働
率

↓
低

0%

50%

100%

石英 シリコン セラミクス CVD-SiC 真空シール



セラミックス製品

• 生産拠点の新設8工場を実施中

• 生産ライン増設による生産キャパを拡大

半導体マテリアル製品の増産体制を継続半導体マテリアル製品の増産体制を継続

石英製品

顧客：半導体製造装置メーカー・半導体デバイスメーカー

（韓国・中国・台湾・日本・米国・欧州・東南アジア）

26 CVD-SiC製品シリコン製品



中国新工場
稼働スケジュール

（現在）
CY2018 CY2019 CY2020 CY2021 ・・・

工場 場所 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

８インチウエーハ
二次ライン

浙江省杭州

浙江省常山

中国新工場は2019年より本格稼働、2020/3期より、業績に寄与予定

2019年4-5月頃~竣工予定

27

石英製品
浙江省常山
江蘇省東台

セラミックス製品 浙江省杭州

装置部品洗浄
四川省内江
安徽省銅陵

パワー半導体
用基板

江蘇省東台

シリコン結晶
（ウェーハ用）

寧夏回族自
治区銀川

2018年10月浙江省、11月江蘇省竣工済み

2019年1月頃~竣工予定

2018年12月四川省2期、2019年1月安徽省~竣工予定

2018年7月に竣工済み

2019年4-5月頃~竣工予定



竣工した新工場のご紹介：江蘇省

常山、銀川２、四川２、東台、安徽、杭州

パワー半導体用基板棟 石製製品棟

28

常山、銀川２、四川２、東台、安徽、杭州

見栄えのする写真を現地に要請中です

江蘇省東台 江蘇省東台



竣工した新工場のご紹介：浙江省

常山、銀川２、四川２、東台、安徽、杭州

石英製品・金属加工棟サーモモジュール棟

29

常山、銀川２、四川２、東台、安徽、杭州

見栄えのする写真を現地に要請中です

浙江省常山 竣工式見学会



半導体ウェーハ 3年間での投資合計670億円

• 投資後の生産能力イメージは下記のとおり
1. 小口径（5-6インチ）月産40万枚（稼働中）

2. 中口径（8インチ） 同 10万枚 （稼働中）

3. 中口径（第２期） 同 35万枚（工場建屋年明け、設備投入19年から）

4. 大口径（12インチ） パイロットライン3万枚（20年以降の予定）
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4. 大口径（12インチ） パイロットライン3万枚（20年以降の予定）

40 40 40

10 10 10
15

35

3

0

50

100

CY2018 CY2019 CY2020…

中国ウェーハ月産体制イメージ
12インチ

8インチ-2

8インチ

6インチ

（万枚）



８インチウエーハ第2期 杭州工場 進捗状況

• 上海工場については、8インチ量産再開から評価完遂（1月10万枚）

● 杭州工場の建屋は2019年3月完成予定

31

杭州ウエーハ工場



• 役割分担で工場を展開

＝主要工業エリア

＝8インチ工場

（上海・銀川・杭州）
８

銀川

ウエーハ関連工場分布

中国内でのウエーハ関連工場

８

上海ウエーハ工場

32

杭州ウエーハ工場

8インチ35万枚

８

８

（上海・銀川・杭州）上海ウエーハ工場

5-6インチ40万枚/月

8インチ10万枚/月
インゴット工場



• 主要エリアに工場を展開しつつ工場を分散、

事業リスクを低減

洗
洗

８

＝主要工業エリア

＝8インチウエーハ

（上海・銀川×２・杭州）

８天津・大連

銀川

中国内における当社工場

８

中国内での製品別工場の設置

33

石

石

石

洗 洗
洗

パ

セ

パ

セ

杭州・上海

８

８

（上海・銀川×２・杭州）

石 ＝石英製品

（杭州・常山・東台）

＝セラミックス製品

（杭州×２）

セ

洗 ＝部品洗浄

（上海・天津・四川×２

大連、安徽省）

四川省内江

安徽省

パ ＝パワー半導体基板

（上海・東台）

洗

江蘇省



セグメント

半導体等装置関連セグメント半導体等装置関連セグメント 電子デバイスセグメント電子デバイスセグメント 太陽電池セグメント太陽電池セグメント

真空シール 石英製品 磁性流体 太陽電池用シリコン（OEM）

単結晶 多結晶 PV用ウエー
ハ

60％ 13％
11％

セグメントと売上構成比率（2019/3月期第2四半期累計）

34 ※ 円グラフは2019年3月期第2四半期末時点の売上高に占める各セグメントの割合

パワー半導体用基板

セラミックス製品 CVD-SiC

消耗品群

サーモモジュール

ＰＶ用セル

石英坩堝



6,000 

8,000 

393 
486 452 616 

428 522 

磁性流体6,130
6,497 6,305 6,397

5,879

売上高

(百万円）

電子デバイスセグメント電子デバイスセグメント

6,121
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0 

2,000 

4,000 

6,000 

17/3上 17/3下 18/3上 18/3下 19/3上 19/3下（計）

5,737 6,010 5,853 5,781 5,451 5,599 

428 522 

サーモモ

ジュール



電子デバイス事業：サーモモジュール

• ５Ｇ・通信機器分野の強化
• バイオ、医療など対応領域を拡大
• 半導体用クーリングプレートの開発

サーモモジュールの業種別販売先シェア
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半導体用モジュール

自動車

移動通信システム（５G）

医 療 民 生

対応領域を拡大対応領域を拡大 ユニットモデル

パワー半導体基板



パワー半導体基板ＥＶ車・産業用市場の取込みパワー半導体基板ＥＶ車・産業用市場の取込み

（億円）

• 2025年まで30%超の成長、3兆円市場を予想
• 工作機械、自動車向け分野でも需要が増加
• 江蘇省にパワー半導体基板工場を7月竣工 約３倍の生産キャパ増へ

37

24,239 

31,799 

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

2016年 2025年予測

（億円）

※(株)富士経済のデータより当社作成

30％超

パワー半導体の世界市場電気自動車 工作ロボット



サーモモジュール、磁性流体、パワー半導体基板を中心に展開、
車載部品の各種メーカーへ提案中

自動車関連分野へ参入ー車載製品の拡大自動車関連分野へ参入ー車載製品の拡大

38

←当社のコア技術製品が

幅広い車載製品に対応



自動車業界に対し、マーケティングを強化

39 展示会での当社グループスタッフ



サーモモジュールの応用例（EV・ADAS向け）サーモモジュールの応用例（EV・ADAS向け）

サーモモジュール式バッテリーヒーター/クーラー サーモモジュール式ADASカメラクーラー

ヒートポンプによる熱移動。低消費電力でのEV向け
リチウムイオンバッテリーの温度管理（冷却・加熱）

ADAS用カメラに使用されるCMOSイメージセンサーの
放熱（遠くを正確に確認できるための温度管理）

※ADAS:

Advanced

Driving

Assistant

40

System

(先進運転支援
システム)



株価チャート（5年） 2019.2.15時点株価チャート（5年） 2019.2.15時点
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株価チャート（６カ月） 2019.2.15時点株価チャート（６カ月） 2019.2.15時点
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●当社株価（2/15終値）： 1,043円（2018年初来高値 2,900円(1/30)、安値 687円(12/25)）

●時価総額（2/15終値ベース）： 386億円

●PER(株価収益率）： 7.28倍 （東証１部平均:12.81倍 ジャスダック平均：12.45倍 ）

●PBR(純資産倍率）： 0.75倍 （東証１部平均:1.13倍 ジャスダック平均：1.20倍 ）

「直近の当社株価、及び主要な指標について」「直近の当社株価、及び主要な指標について」
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●配当利回り： 2.30％ （東証１部平均:2.05％ ジャスダック平均：1.79％ ）

PERは10倍以下、PBRは1倍以下と割安水準の株価だが、
2019年の半導体市場の減速見通し、および米中貿易摩擦の懸念が

リスクと言う見方も依然あり



30 40 

１株当たり年間配当金 配当性向

今期の配当金は、業績の成長が見込めるものの業容拡大のための
設備投資を継続しており、株主の皆様への利益還元は１株当たり普通
配当24円（中間配当12円）を計画しております。

株主還元：配当金の推移株主還元：配当金の推移
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当社グループＥＳＧ活動の御紹介（企業理念）

下記企業理念に基づき、昨今世界的なトレンドとなっている「SDGs(持続可能な社会)」を
前提に、当社としてもESG(環境・社会・ガバナンス)の取組みを強化していきます。

※重要です
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ESG投資とSDGs（持続可能な社会）の関係性ESG投資とSDGs（持続可能な社会）の関係性

国連の提唱するSDGs（持続可能な社会）の理念の最上部にくるのは

「人権（Human Rights）」である
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財務情報と非財務情報について財務情報と非財務情報について

財務情報 非財務情報

中長期で企業に投資を行う場合、財務情報＋非財務情報（ESG）両輪
のバランスが取れている企業が対象になる

47

ESG活動を強化する事は、従業員・投資家・顧客・仕入先、その他

あらゆるステイクホルダーからの信頼性向上に繋がる



当社グループＥＳＧ活動の御紹介（社会）当社グループＥＳＧ活動の御紹介（社会）
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ガバナンス：フェア・ディスクロージャの対応(決算説明会)ガバナンス：フェア・ディスクロージャの対応(決算説明会)

CHAPTER付き動画を当社ホーム
ページのIRトップページに表示

質疑応答（重要事項）メモを当社ホー
ムページ（ニュース欄にアップ）

※太陽電池事業撤退方針含む

初
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ガバナンス：フェア・ディスクロージャの課題(適時開示)ガバナンス：フェア・ディスクロージャの課題(適時開示)

2018/3月期における問題の認識

○中国上海子会社における
環境保護局からの環境規制

（生産停止含む）

短信に記載し、状況報告
（2018/2月）するも、タイムリー

性に欠けると投資家様より、

Positiveな情報も

Negativeな情報も

出来る限り、ステ

2019/3月期における対応

○太陽電池事業撤退方針発表（第２四半期
決算説明会、およびQ&Aの HP開示）

○太陽電池事業 インゴット製造装置にお
けるリース会社訴訟の和解開示（1月24日）

50

○太陽電池事業 インゴット製造装置
におけるリース会社からの訴訟

性に欠けると投資家様より、
ご批判を頂く

本決算（2018/5月）で訴訟判

決に基づく引当（特損）を計
上。起訴段階での当社の開
示がなく、投資家様に唐突な

印象を与える結果に

出来る限り、ステ
イクホルダーの皆
様に公平に、かつ
タイムリーに開示
する姿勢を示す
（改善）する必要

がある

○太陽電池事業 特別損失（減損処理）
開示（2月14日）

○韓国子会社、および関係者起訴に関する
お知らせ（2月14日）

※不正競争防止、および営業秘密保護

引き続き、必要に
応じ、適宜開示の

予定です



売上1,000億円、営業利益率 10％台を目標に進行

1,000 
（億円）

半導体等装置関連事業

：580～億円
738

905
920~

中期目標最終年度中期目標最終年度

新３カ年計画は本決算説明会（2019.5.27）時に開示予定

※重要です
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102 128 130
187 209 90

126 127 120

322 441 580
電子デバイス事業

：120～億円

太陽電池関連事業

：90～億円（修正）

一般産業機器（その他）

：130～億円

738



御参考：山村丈副社長インタビュー記事（株主手帳2月号）御参考：山村丈副社長インタビュー記事（株主手帳2月号）
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御参考：当社グループ過去記事の御案内（HPバナー）御参考：当社グループ過去記事の御案内（HPバナー）

○マイナビニュース 過去記事
※人材やESG関連の記事など

○メカニカルテック 過去記事
※製品・技術記事。自動車プロ

○日刊工業新聞社 ジョイントメディア当社専用ページ○HPトップページ アナリストレポート、よび関連記事バナー
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※人材やESG関連の記事など ※製品・技術記事。自動車プロ
に関する記事も多数



IRフォーラム2019 大阪

株式会社フェローテックホールディングス

IR企業説明会

2019年2月22日（金）、23日(土)

（ジャスダック6890）

http://www.ferrotec.co.jp/
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ご清聴有難うございました。

http://www.ferrotec.co.jp/


